
わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 4 年（2022 年）4 月 1 日発行（ 1 ）第 65 号

　

12
月
13
日
、
令
和
3
年
度
な
ご
や

か
ク
ラ
ブ
研
修
会
が
日
本
特
殊
陶
業

市
民
会
館
フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
お

い
て
約
6
0
0
名
の
参
加
者
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
三
溝
芳
隆
会
長
か

ら
講
話
が
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
と
組
織
に
つ
い
て
示
唆
。
最
後
に

「
本
日
の
研
修
会
で
は
、
先
進
的
な

ク
ラ
ブ
の
事
例
発
表
や
講
師
の
三
浦

様
か
ら
興
味
深
い
話
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動

や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
学

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
参
加
者
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

◆
事
例
発
表
要
旨

　
地
域
ぐ
る
み
の

　
友
愛
サ
ロ
ン
か
ら

　
広
げ
る
仲
間
づ
く
り

　

船
北
老
人
会
（
瑞
穂
区
）

　 

　
福
島 

佐
千
男  

会
長

　

私
た
ち
が
活
動
す
る
御

剱
学
区
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
化
率
が
30
・
9
％
と
、

市
全
体
の
25
・
0
％
や
区

全
体
の
26
・
4
％
と
比
べ
て
高
齢
化

が
進
む
地
域
で
す
。
当
ク
ラ
ブ
は
現

在
、
男
性
26
名
・
女
性
46
名
の
72
名

で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
な
が

ら
活
動
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
30
年

度
に
か
け
て
市
老
連
が
掲
げ
た
「
老

人
ク
ラ
ブ
2
万
人
会
員
増
強
運
動
」

に
賛
同
し
て
5
年
連
続
5
人
以
上
の

会
員
増
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
令
和
元
年
に
全
老

連
「
1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
優

良
ク
ラ
ブ
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
の
取
り
組
み
は
主
に
、

①
区
（
市
）
老
連
行
事
へ
率
先
参
加

　
し
、
未
加
入
者
へ
の
声
か
け
で
参

　
加
を
促
す

②
「
行
事
体
験
」
で
少
し
で
も
関
心

　
を
持
っ
て
い
た
だ
く

③
関
心
が
あ
れ
ば
直
ち
に
役
員
・
会

　
員
が
訪
問
し
、
勧
誘
す
る

④
世
代
間
交
流
事
業
で
子
ど
も
会
と

　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

⑤
総
会
・
敬
老
行
事
の
内
容
充
実

⑥
町
内
会
回
覧
板
に
加
入
促
進
の
パ

　
ン
フ
レ
ッ
ト
（
活
動
の
状
況
や
加

　
入
申
込
書
を
盛
り
込
み
）
を
挟
み

　
込
ん
で
も
ら
い
、
加
入
さ
れ
て
い

　
な
い
方
へ
情
報
を
提
供　
　

な
ど
で
す
が
、
地
域
内
に
古
く
か
ら

あ
る
観
音
堂
を
地
元
有
志
が
大
改
修

し
て
老
人
ク
ラ
ブ
・
町
内
会
・

子
ど
も
会
の
活
動
拠
点
と
し

た
頃
か
ら
観
音
堂
で
開
く
サ

ロ
ン
活
動
が
活
発
化
し
ま
し

た
。
月
2
回
開
く
当
ク
ラ
ブ

の
サ
ロ
ン
で
は
、
麻
雀
・
茶

話
会
・
カ
ラ
オ
ケ
・
囲
碁
・

魚
拓
な
ど
、
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
、
綿
密
な
感
染
防
止

対
策
を
実
施
し
た
上
で
可
能
な
範
囲

内
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
を
契
機
に
新
規
加
入
者
を

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
併
せ

て
安
否
確
認
も
で
き
る
の
で
、
地
域

で
高
齢
者
を
見
守
る
「
助
け
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
」
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
現
状
を
認
識
し
て
改
善

案
を
つ
く
り
、
や
れ
る
こ
と
か
ら
少

し
ず
つ
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。（
2
頁
に
続
く
）
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平
成
元
年
に
、「
市
制
百
周
年
を

記
念
し
て
、
ゆ
と
り
の
あ
る
街
づ
く

り
を
進
め
よ
う
」
と
名
古
屋
芸
術
大

学
の
先
生
方
の
協
力
で
、
空
港
線
の

東
郊
通
二
丁
目
交
差
点
か
ら
鶴
舞
中

央
図
書
館
付
近
の
緑
道
に
11
体
の
作

品
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
〝
み
ち
〟
は
、「
み
ど
り
と

彫
刻
の
み
ち
」
と
名
付
け
ら
れ
、
緑

道
の
東
側
に
5
体
、
西
側
に
6
体
の

個
性
豊
か
な
彫
刻
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　

近
く
に
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
、

鶴
舞
公
園
も
あ
り
ま
す
。
交
通
量
の

多
い
幹
線
道
路
沿
い
で
す
が
、一
度
、

街
な
か
の
「
緑
と
芸
術
」
に
触
れ
な

が
ら
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

［
六
十
五
］

昭和区  みどりと彫刻のみち

■
交
通
　
J
R
・
地
下
鉄
「
鶴
舞
駅
」

　
南
へ
徒
歩
5
分
　
地
下
鉄
「
荒
畑

　
駅
」
か
ら
西
へ
徒
歩
10
分

三溝市老連会長

船北老人会（瑞穂区）福島会長



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 4 年（2022 年）4 月 1 日発行 （ 2 ）第 65 号

（
1
頁
か
ら
の
続
き
）

　

休
憩
を
挟
ん
で
Ｍ
Ｓ
Ｍ
流
通
研

究
所
名
誉
顧
問
三
浦
一
光
氏
を
講

師
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◆
講
演
要
旨

　
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
再
生
物
語     

　
～
変
わ
ら
な
く
ち
ゃ
、

　
　
　
　
　
　
変
え
な
く
ち
ゃ
～

　
　
Ｍ
Ｓ
Ｍ
流
通
研
究
所

　
　
　 

名
誉
顧
問
　
三
浦 

一
光 
氏

　
私
は
松
下
電
器
産
業
（
現
在
の

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
を
40
年
間
勤
め

上
げ
、
1
9
9
6
年
、
60
歳
の
時

に
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
へ
事
業
再

建
を
託
さ
れ
て
送
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
当
時
の
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド

は
長
ら
く
ヒ
ッ
ト
曲
に
恵
ま
れ
ず

業
績
は
低
迷
し
て
い
ま
し
た
。
所

属
歌
手
の
4
番
バ
ッ
タ
ー
（
稼
ぎ

頭
）
は
川
中
美
幸
で
し
た
が
、
3

番
バ
ッ
タ
ー
（
川
中
に
続
く
稼
ぎ

頭
）
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
私
が
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド

社
長
に
就
任
し
た
1
9
9
0
年
代

後
半
の
音
楽
業
界
は
、
年
間
に
新

曲
が
約
1
万
7
0
0
0
曲
リ
リ
ー

ス
さ
れ
る
中
、
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー

を
記
録
す
る
の
は
1
～
3
曲
と
大

変
な
世
界
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
女
性
演
歌
歌
手
は
妖
艶

な
方
が
多
い
中
、
異
色
の
天
童
よ

し
み
を
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
3
番

バ
ッ
タ
ー
と
し
て
従
来
と
違
う
切

り
口
で
売
り
込
み
ま
し
た
。
ま
ず

本
人
の
写
真
を
使
わ
ず
ポ
ッ
プ
な

天
童
よ
し
み
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
イ

ラ
ス
ト
で
表
現
し
、「
う
ち
、
歌

が
好
き
や
ね
ん
。」
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
東
京
の
J
R
山
手
線
車

内
中
吊
り
広
告
で
P
R
し
た
と
こ

ろ
、
中
高
生
の
ギ
ャ
ル
た
ち
か
ら

人
気
に
火
が
着
き
始
め
、
幸
運
や

縁
に
恵
ま
れ
国
民
的
人
気
を
獲
得

し
ま
し
た
。
日
本
・
韓
国
・
中
国

3
国
共
作
と
な
っ
た
「
珍
島
物

語
」
は
、
2
年
に
わ
た
る
息
の
長

い
ヒ
ッ
ト
曲
と
な
り
、
1
3
0
万

枚
を
売
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
任
中
に
思
わ
ぬ
ヒ
ッ

ト
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
大
泉
逸
郎
「
孫
」
は
、
当
初

売
れ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
売
れ

な
い
こ
と
を
前
提
に
し
た
販
売
戦

略
に
し
た
と
こ
ろ
、
1
6
0
万
枚

と
演
歌
の
単
年
度
売
上
と
し
て
は

驚
異
的
な
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
を
記

録
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
1
9
9
9
年
に
音
楽

業
界
を
後
に
し
ま
し
た
が
、
音
楽

業
界
で
私
が
実
感
し
て
学
ん
だ
こ

と
は
、“
人
と
の
縁
を
大
事
に
。

自
分
は
運
が
い
い
と
考
え
る
こ
と

で
運
が
寄
っ
て
く
る
”
こ
と
で
し

た
。
運
に
つ
い
て
は
松
下
電
器
産

業
時
代
、
松
下
幸
之
助
社
長
か
ら

よ
く
聞
い
た
教
え
で
も
あ
り
ま
し

た
。

三浦  一光  氏
　

11
月
24
日
、
第
37
回
女
性
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
名
古
屋
市
総
合
社

会
福
祉
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
69
名
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
“
ク
ラ
ブ
活

動
を
ま
る
ご
と
楽
し
む
た
め
に
”

で
す
。
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

「
他
人
ご
と
か
ら
自
分
ご
と
に
」

の
演
題
で
知
多
市
の
南
粕
谷
ハ
ウ

ス
事
務
局
長
の
石
井
久
子
氏
に
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
他
人
ご
と
か
ら
自
分
ご
と
に

　
　
南
粕
谷
ハ
ウ
ス

　
　
　
事
務
局
長
　
石
井 

久
子 

氏

　

私
は
南
粕
谷
で
生
ま
れ
育
ち
、

28
年
前
、
子
ど
も
会
の
会
長
と
し

て
地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
て
現
在

ま
で
地
域
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
本
腰
を
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
新
し
い
住

民
の
方
か
ら
地
域
に
愛
着
を
持
て

な
い
内
容
の
話
を
聞
い
て
か
ら
で

す
。
以
来
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
南
粕
谷
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
、
み
ん
な
に
言
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
介
護
・
認
知
症
予

防
・
健
康
保
持
な
ど
を
目
的
と
し

た
「
南
粕
谷
元
気
会
」
を
平
成
17

年
に
立
ち
上
げ
、
年
間
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
規
加
入
を
待
っ
て

い
る
だ
け
で
は
な
か
な
か
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
も
ら
え
な
い
た

め
、
地
域
の
盆
踊
り
に
出
て
P
R

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し

て
い
な
い
高
齢
者
に
向
け
て
「
南

粕
谷
お
た
す
け
会
」を
発
足
さ
せ
、

①
日
曜
大
工  

②
搬
送
（
病
院
送

迎
や
薬
の
受
け
取
り
な
ど
）
③
食

事
づ
く
り  

④
お
使
い
（
買
い
物
・

ご
み
出
し
・
電
球
の
取
り
換
え
な

ど
）
⑤
相
談  

⑥
指
導
（
デ
ジ
カ

メ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）
⑦
見
守
り  

⑧
労
力
提
供
（
草
取
り
な
ど
）
な

ど
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
地
域
の
小
学
校
や
里
山

を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

と
連
携
し
て
①
見
守
り
パ
ト
ロ
ー

ル 

②
地
域
住
民
に
向
け
た
図
書

室
の
有
効
活
用 

③
里
山
整
備
な

ど
を
進
め
、
多
世
代
を
巻
き
込
ん

で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
当
た

り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
自
治
会
）
で
「
5
年
後
・
10
年

後
の
南
粕
谷
」
を
議
論
し
た
際
、

多
世
代
交
流
の
場
と
し
て
常
設
型

交
流
サ
ロ
ン
の
設
置
が
検
討
さ

れ
、
酒
屋
跡
地
の
テ
ナ
ン
ト
に
常

設
型
サ
ロ
ン
「
南
粕
谷
ハ
ウ
ス
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
常
設
型

に
し
た
の
は
、
週
1
日
オ
ー
プ
ン

に
す
る
と
高
齢
者
が
通
院
日
と
重

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
間
隔
が

空
い
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
多
世

代
交
流
を
念
頭
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
協

力
の
も
と
、
サ
ロ
ン
（
喫
茶
）
運

営
の
他
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
催

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　

石井  久子  氏

講演後、アトラクション・サボテンブラザーズによる
「撃退コロナ音頭」を参加者全員で楽しみました
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《
基
本
方
針
》

　
「
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推

進
」で
は
、
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
活
動
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
健
康
寿
命
を
の
ば

し
、
自
立
し
た
生
活
、
生
き
が
い
あ

る
生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
「
仲
間
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、
各

ク
ラ
ブ
の
活
動
の
魅
力
を
一
層
高
め

る
と
と
も
に
、
会
員
増
強
の
５
つ
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
す
す
め
ま
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、
行

政
や
自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
一
層
強

化
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
日
常

生
活
を
支
え
る
友
愛
活
動
の
推
進
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
や
消
費

者
被
害
の
防
止
な
ど
に
取
り
組
み
、

安
心
・
安
全
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

《
重
点
事
項
》

1
健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予

防
で
元
気
高
齢
者
を
め
ざ
し
ま
す

2
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
友

愛
活
動
を
す
す
め
ま
す

3
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
働
き
か
け
、

仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
す

4
交
通
事
故
防
止
と
生
活
安
全
・
防

災
活
動
に
取
り
組
み
ま
す

5
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
諸
制

度
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す

《
事
業
実
施
計
画
》

1
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

⑴
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
活
動

▼
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進
（
女
性

リ
ー
ダ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
会
等
）　

▼
介
護
予

防
活
動
用
器
材
・
体
力
測
定
器
具

の
貸
し
出
し　

▼
多
様
な
通
い
の

場
づ
く
り
の
推
進（
友
愛
活
動
で
も

再
掲
）　

▼
史
跡
散
策
の
開
催　

▼

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
催（
4

月
）　

▼
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
の
開
催
（
11
月
）　

▼
健
康

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
2
月
）

▼
七
福
神
め
ぐ
り
の
開
催
（
2
月
）

▼
名
古
屋
市
美
術
館
企
画
展
等
前

売
り
券
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
価
格

で
の
斡
旋　

▼
健
康
麻
雀
大
会
の

開
催（
3
月
）★

⑵
シ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

（
6
月
）　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
の
開
催（
11
月
）　

▼
シ
ニ

ア
・
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
（
ボ
ッ

チ
ャ
）
研
修
会
の
開
催
（
12
月
）　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
区
対
抗

団
体
戦
指
導
者
養
成
大
会
の
開
催

（
3
月
）　

▼
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
器

具
の
貸
し
出
し　

▼
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
体
操
の
普
及
・
啓
発　

▼

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
後
援

⑶
第
34
回
全
国
健
康
福
祉
祭
神
奈
川

大
会
へ
の
参
加（
11
月
12
日
～
15
日
）

2
仲
間
づ
く
り
の
推
進

⑴「
会
員
増
強
の
５
つ
の
取
り
組
み
」

の
実
施

　

①
解
散
ク
ラ
ブ
を
な
く
そ
う

　

②
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う

　

③
年
間
１
ク
ラ
ブ
１
名
増
や
そ
う

　

④
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

　

⑤
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う

⑵
「
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も

ら
う
」各
種
広
報
の
実
施

⑶
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
活
動
の
意
義
や

有
用
性
の
P
R

⑷
会
員
増
強
に
か
か
る
顕
彰
制
度
の

実
施

　

◎
学
区
老
連
や
単
位
ク
ラ
ブ
の
個

人
・
グ
ル
ー
プ
の
顕
彰

⑸
ク
ラ
ブ
の
な
い
町
内
の
参
加
希
望

者
の
近
隣
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
促
進

⑹
未
加
入
者
の
老
人
ク
ラ
ブ
体
験
参

加
の
促
進

⑺
ク
ラ
ブ
未
設
置
学
区
の
解
消

3
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
友

愛
活
動「
５
つ
の
活
動
」の
推
進

⑴
友
愛
活
動
班
と
友
愛
活
動
員
に
よ

る
生
活
支
援
活
動
の
推
進

⑵
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
の
推
進

▼
友
愛
サ
ロ
ン
活
動
事
例
の
Ｐ
Ｒ

★　▼
友
愛
サ
ロ
ン
用
具
の
貸
し
出
し

⑶
見
守
り
支
援
活
動
の
推
進

⑷
健
康
づ
く
り
支
援

▼
介
護
予
防
活
動
用
具
の
貸
し
出

し
⑸
情
報
伝
達
支
援

▼
見
守
り
情
報
や
振
り
込
め
詐
欺

情
報
の
提
供
等

4
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

⑴
研
修
活
動

▼
新
任
会
長
研
修
会
の
開
催（
7
月
）

▼
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
へ
の
参
加
（
Ｗ

Ｅ
Ｂ
開
催
・
石
川
県
・
8
月
）　

▼

全
老
連
創
立
60
周
年
記
念
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
へ
の
参
加
（
東
京
都
・

11
月
）　

▼
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

の
開
催（
11
月
）　

▼
な
ご
や
か
ク
ラ

ブ
研
修
会
の
開
催（
12
月
）

⑵
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強
化

▼
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
設
置
推
進　

▼
若
手
女
性

役
員
の
増
加

⑶
「
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
運
営
事
務
相

談
室
」で
の
相
談
対
応
★

5
社
会
奉
仕
活
動
等
の
推
進

⑴
老
人
の
日
（
9
月
15
日
）・
老
人
週
間

（
9
月
15
日
～
21
日
）の
取
り
組
み

⑵
全
国
一
斉「
社
会
奉
仕
の
日
」（
9

月
20
日
）の
取
り
組
み

⑶
市
老
連
「
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
」

（
5
月
20
日
、
12
月
20
日
）の
取
り

組
み

⑷
そ
の
他
の
推
進
事
項

▼
高
齢
者
の
交
通
安
全
運
動
、
防

犯
・
防
火
活
動
、
自
主
防
災
活
動

等
の
推
進

6
広
報
・
調
査
活
動

⑴
機
関
紙
の
発
行
（
年
4
回
、
全
ク

ラ
ブ
会
員
配
布
）と
内
容
の
充
実

⑵
市
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
組
織
内
外
へ
の
広
報

⑶
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
お
け
る
好

事
例
の
発
掘
・
紹
介
★

⑷
会
員
外
に
も
届
く
ク
ラ
ブ
活
動
の

幅
広
い
広
報
・
P
R
★

⑸
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
設
立
趣

旨
を
ふ
ま
え
た
会
員
外
へ
の
行
事

紹
介
★

⑹
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及
、
老

人
ク
ラ
ブ
傷
害
・
賠
償
保
険
の
加

入
促
進

⑺
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
各
種

調
査
及
び
資
料
の
収
集
、
提
供

7
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
の
連
携

　

及
び
交
流

⑴
公
益
財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
の
連
携

⑵
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
の
連
携

⑶
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
く
ら
ぶ
（
企
業
退
職
者

の
会
）と
の
交
流　

⑷
学
区
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
強
化

⑸
子
ど
も
会
等
地
域
団
体
と
の
交
流

※
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
の
新
し
い
生
活
様
式
に
基

づ
く
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
践

▼
３
密
を
避
け
る
運
営
の
工
夫
や

行
事
参
加
者
へ
の
感
染
予
防
対
策

の
周
知
徹
底
等

　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
と
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
活
動
の
実
績
を
も
と
に
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担

お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
次
に
示
す
基
本
方

針
を
ふ
ま
え
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
事
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
予
防
に
は

十
分
留
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。
★
印
は
新
規
事
業
で
す
。

市
老
連
令
和
４
年
度
事
業
計
画
と
予
算

令和4年度 収支予算書 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 備　　考

Ⅰ 一般正味財産増減の部
　1. 経常増減の部
⑴経常収益

①受取入会金 9,000 3 クラブ ×＠ 3,000 
②受取会費 4,032,000 1,120 クラブ ×＠ 3,600 
③受取補助金等 106,882,640 名古屋市等からの補助金
④受取寄付金 2,000
⑤受取負担金 420,000

⑥雑収益 475,880 預金利息・老人クラブ傷
害保険の広告費等

　経常収益計 A 111,821,520
⑵経常費用

①事業費支出　 98,758,227 健康づくり事業、友愛活
動事業等に係る経費

②管理費支出　 13,287,973 法人運営に係る経費
　経常費用計 B 112,046,200
　当期経常増減額
　 C ＝ A ー B △ 224,680

　2．経常外増減の部
⑴経常外収益計 D 0
⑵経常外費用計 E 0
　当期経常外増減額
　F ＝ D ー E 0

　当期一般正味財産増減額
　G ＝ C ＋ F △ 224,680

　一般正味財産期首残高 H 27,633,670
　一般正味財産期末残高
　I ＝ G ＋ H 27,408,990

Ⅱ 正味財産期末残高 27,408,990
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　千種区  753-1942　　　東　区  934-1194　　　北　区  917-6530
　西　区  523-4596　　　中村区  453-5367　　　中　区  265-2329
　昭和区  735-3911　　　瑞穂区  852-9395　　　熱田区  683-9900
　中川区  363-4415　　　港　区  654-9708　　　南　区  823-9413
　守山区  796-4607　　　緑　区  625-3966　　　名東区  778-3099
　天白区  807-3898   ◎ 名古屋市老人クラブ連合会 TEL 991-7734 FAX 991-7581

お住まいの地域の皆さんと、
仲良く元気に、楽しく活動をしている

老人クラブです。
誘い合ってお入りになりませんか。

わたしたちのクラブへ入りませんか！

～お申し込みはお近くのクラブへどうぞ～

◆ お問い合わせ：各区老人クラブ連合会事務局

おところ
〒
名古屋市　　　区

おなまえ  ☎

生年月日 　大  ・  昭 　　　　　   ・　　　　　・

　　 入 会 申 込 書

　１月 11日～ 13 日まで昭和区役所講堂にて、なごやかクラブ
昭和主催の「令和３年度趣味の作品展」が開催されました。作
品展には、118 名 173 作品が出品されました。
　長期にわたる新型コロナウイルスの感染防止で普段の活動が
制限されているため、出品数は、一昨年より 50 点少なくなって
しまったのが残念でした。しかし、出品数が減ったことにより展
示スペースに余裕ができ、ゆったりした環境で鑑賞することがで
きました。

　1月 19 日、南区役所講堂で「ニュースポーツ研修会」が行われました。2
月開催の南区老連大会に向けて、運営方法や競技ルールを学ぶことが主眼
で、各学区の理事や女性リーダー等 40 名ほど参加されました。
　例年はカローリング、クロリティー、シャフルボードの 3 競技を行いますが、
新型コロナウイルス感染防止の観点からカローリングに限定。講師が 「カ
ローリングの器具を触る時は必ずアルコールで手指を消毒してください」と
繰り返し注意されていたのが印象的でした。なお、2 月開催の南区老連大
会は、第 6 波により残念ながら中止となりました。

　新型コロナウイルス感染症の影響で老人クラブの諸行事の相
次ぐ中止が始まってから約 2 年になります。高齢者の老化に伴
う体力、知力の衰え、自粛等による虚弱化、いわゆる「フレイル」
を予防、解消するため、学区内で一緒にラジオ体操を行い、各
クラブ、各個人単位で行っているラジオ体操の一層の普及、発
展を図っています。（中村区 柳学区老人クラブ連合会）
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「
点
滅
後  

無
理
し
て
ダ
ッ
シ
ュ
は  

ケ
ガ
の
元
」

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
標
語

 市老連　これからの行事予定
 月日（曜日） 行　事　名 場　所

4月 4日㈪ JASSくらぶとの交流交歓事業
お花見ウォーキング

北区：黒川桜並木・瀬戸
線緑道

5月17日㈫ JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策

南区：桜田勝景跡と古墳
めぐり

6月 2日㈭ 第 30 回 老人クラブ大会
第 47 回 通常総会 日本特殊陶業市民会館

6月 7日㈫ JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策 南区：星崎の里めぐり

6月16日㈭ カローリング大会 東スポーツセンター

※「史跡散策」「お花見ウォーキング」の申し込みについては、各区老連事務局
　（区役所福祉課内＝4頁掲載のお問い合わせ先）へおたずねください。

　

1
月
18
日
、
朝
方
雪
が
ち
ら

つ
く
寒
さ
の
中
、
今
年
最
初
の

史
跡
散
策
、
30
名
の
参
加
者
が

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。
有
松
の
町
並
み
を
満
喫

し
、
今
川
義
元
最
期
の
地
で
あ

る
桶
狭
間
古
戦
場
公
園
（
田
楽

坪
）、
今
川
義
元
の
首
検
証
を

行
っ
た
長
福
寺
等
、
桶
狭
間
の

戦
い
の
跡
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
、
昭
和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

て
ボ
ッ
チ
ャ
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
体
力
測
定
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
体
が
触
れ
合

う
機
会
が
少
な
く
ま
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

周
知
さ
れ
て
き
た
ボ
ッ
チ
ャ
の
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
16
区
か
ら
49
名
が
受
講
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
手
軽
に
実
行
で
き
る
」

「
室
内
競
技
な
の
で
老
人
会
と
し
て
進
め
や

す
い
」「
案
外
面
白
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
夏
、
市
老
連
会
長
・
副

会
長
が
代
表
し
て
名
古
屋
市
役

所
を
訪
ね
要
望
し
ま
し
た
３
点

の
予
算
要
望
事
項
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
３
月
市
老
連
常
任
理

事
会
で
市
側
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
①
単
位
ク
ラ
ブ
に
対
す

る
補
助
金
の
増
額
」
お
よ
び

「
②
区
老
連
役
員
に
対
す
る

費
用
弁
償
の
支
給
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
等
か
ら
残
念
な
が
ら
実
現

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
「
③
友
愛
活
動
に

対
す
る
助
成
の
増
額
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
年
度
か
ら

増
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

友
愛
活
動
で
は
、
現
在
約

２
７
０
ク
ラ
ブ
が
訪
問
活
動
で

会
員
に
よ
る
見
守
り
や
サ
ロ
ン

の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
名
古
屋
市
か
ら
は
、
訪

問
活
動
に
年
額
２
４
０
０
円
、

サ
ロ
ン
活
動
に
年
額
９
６
０
０

円
の
助
成
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
訪
問
活
動
に
年
額

４
８
０
０
円
、
サ
ロ
ン
活
動
で

は
参
加
者
14
人
以
下
の
サ
ロ
ン

に
１
万
２
０
０
０
円
、
15
人
以

上
の
サ
ロ
ン
に
１
万
９
２
０
０

円
の
助
成
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

三
溝
会
長
は
「
友
愛
活
動
の

助
成
額
を
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
開
催
方
法
や
内
容
を

工
夫
し
活
動
の
す
そ
野
を
も
っ

と
広
げ
て
い
け
れ
ば
い
い
。
ま

た
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
要
望
事

項
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
前
向

き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

友
愛
活
動
へ
の
助
成
額
ア
ッ
プ
‼

～
名
古
屋
市
へ
の
予
算
要
望
結
果
に
つ
い
て
～
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
東
区
老
連

の
事
業
活
動
は
止
ま
っ
た
ま
ま

に
1
年
8
カ
月
が
経
過
し
、
感

染
状
況
が
と
り
あ
え
ず
落
ち
着

い
た
令
和
3
年
10
月
に
事
業
を

再
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
令
和
3
年
度
最
初
の
事
業

が
、「
文
化
の
み
ち
宗
春
ゆ
か

り
の
寺
め
ぐ
り
」
で
す
。

　

10
月
26
日
は
と
て
も
良
く
晴

れ
た
陽
気
の
良
い
日
で
し
た
。

建
中
寺
の
境
内
に
は
会
員
47
名

が
集
合
し
、
6
班
に
分
か
れ
て

文
化
の
み
ち
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
誘
導
に
よ

り
、
出
発
し
ま
し
た
。

　

い
つ
も
身
近
に
見
て
い
る
建
中
寺

も
江
戸
時
代
の
大
曽
根
の
大
火
の

後
、
再
建
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
民
家

の
よ
う
に
見
え
る
小
ぶ
り
の
無
量
寿

院
で
は
、
尾
張
徳
川
家
第
7
代
藩
主

宗
春
公
の
御
位
牌
を
お
守
り
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
養
念
寺
で
は
、
歴

代
藩
主
の
自
筆
の
掛
け
軸
の
い
く
つ

か
を
見
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
感
心
す
る
こ

と
が
続
き
ま
し
た
。

　

2
時
間
ほ
ど
の
行
程
で
東
区

に
は
尾
張
徳
川
家
以
来
の
歴
史

が
残
っ
て
い
る
の
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
同
時

に
、
仲
間
と
そ
の
感
動
を
分
か

ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
何
よ
り
の
喜
び
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
か
ら
身
を
守
る
こ
と

は
長
い
持
久
戦
で
す
が
、
仲
間

と
共
に
笑
い
、
明
る
い
日
々
を

過
ご
す
た
め
に
感
染
症
対
策
の

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
ク
ラ

ブ
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
武
田　

伸
）

　

1
月
26
日
開
催
予
定
の
区
老
連
健

康
講
座
を
目
前
に
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
は
止
ま

ら
ず
、
ま
た
し
て
も
出
ま
し
た
「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
宣
言
で
健

康
講
座
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。普
段
、家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
高
齢
者
に
は
身
体
を
動
か
す

チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
が
、
誠
に

残
念
と
言
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で
、
3
年

前
に
学
区
で
2
つ
目
の
老
人
ク
ラ
ブ

と
し
て
東
山
元
町
、
唐
山
町
の
男
女

35
名
の
高
齢
者
が
髙
木
会
長
の
も
と

悠
遊
塾
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
3
年

後
の
現
在
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
仲
良
く
元
気
よ
く
活
動
し

て
い
る
、
私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
を

紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
を
吹
き
飛
ば
せ
と
ば
か
り

に
「
社
会
奉
仕
」
や
「
昔
遊
び
の
会
」

等
に
加
え
て
、
会
創
立
の
理
念
「
楽

し
い
友
愛
の
集
い
の
場
と
す
る
」
に

基
づ
き
、
春
は
花
見
、
秋
は
紅
葉
狩

り
と
足
の
不
自
由
な
会
員
も
車
い
す

で
参
加
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
み

な
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う
元
気
な

会
員
が
交
代
で
車
い
す
を
押
し
た
り

し
て
1
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
で
、

積
極
的
に
区
老
連
の
大
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
、
昨

年
12
月
22
日
の
区
老
連
主
催
の

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
で
優
勝
と
い
う

快
挙
を
な
し
ま
し
た
。
32
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
各
チ
ー
ム
が
優
勝
を

目
指
し
た
中
、
チ
ー
ム
力
で
悠
遊

塾
が
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
悠
遊
塾
は
健
康
維

持
と
調
和
を
目
的
と
し
て
お
り
、

ボ
ッ
チ
ャ
競
技
元
年
と
し
て
広

め
て
ま
い
り
ま
す
。（木

下　

靖
雅
）

ひ
が
し

東区

ち
く
さ

千種区

悠
遊
塾

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
競
技 

初
優
勝

文
化
の
み
ち

宗
春
ゆ
か
り
の
寺
め
ぐ
り
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昨
年
度
、
愛
知
県
に
3
回
目
の
緊

急
事
態
宣
言
（
5
月
12
日
～
6
月
20

日
）
が
発
令
さ
れ
、
そ
の
後
2
回
目

の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
（
6
月

21
日
～
7
月
11
日
）
の
適
用
へ
と
移

行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
1
カ
月
ほ
ど

後
に
3
回
目
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
（
8
月
8
日
～
9
月
12
日
）
の

適
用
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
な
ご

や
か
ク
ラ
ブ
北
で
は
、「
な
ご
や
か

ク
ラ
ブ
北
大
会
・
演
芸
大
会
」
を
、

こ
の
解
除
期
間
中
に
開
催
（
7
月
28

日
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
感
染
者
も
多
く
感
染
の
危
険

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
場
へ
の
入
場

制
限
お
よ
び
演
芸
大
会
出
場
者
の
人

数
制
限
や
演
目
を
指
定
す
る
等
の
対

策
を
立
て
て
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
２
年
ぶ
り
の
大
会
と
あ
っ
て
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
や
は
り
、
行
動
が
制
限
さ
れ
発

表
の
場
も
な
か
っ
た
踊
り
手
の
皆
さ

ん
や
、
久
し
ぶ
り
に
目
に
す
る
間
近

な
演
技
が
踊
る
側
、
観
る
側
双
方
に

と
っ
て
、
何
か
し
ら
感
ず
る
も
の
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
、
9
月
末
か
ら
は
中
止
や

延
期
と
な
っ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
お

顔
を
拝
見
す
る
た
び
に
、
や
は
り
老

人
ク
ラ
ブ
は
こ
う
で
な
く
て
は
…
。

し
か
し
、
最
も
多
く
の
会
員
の
方
が

参
加
で
き
る
発
表
の
場
「
趣
味
の
作

品
展
」
は
、
２
年
連
続
で
開
催
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
家
で
準
備
で
き
る

唯
一
の
も
の
で
す
が
、
誠
に
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
変
異
株
も
次
々
と
現
れ
、

今
後
ど
う
な
る
の
か
ま
だ
ま
だ
先
は

見
え
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ま
方
と
協
力

し
合
っ
て
、
何
と
か
創
意
工
夫
し
な

が
ら
行
事
を
執
り
行
な
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

感
染
者
が
増
え
な
い
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。　
　
　
（
横
井　

伸
郁
）

　

こ
の
山
田
地
区
は
昭
和
30
年
10
月

１
日
に
西
春
日
井
郡
山
田
村
が
名
古

屋
市
と
合
併
、
今
年
で
66
周
年
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
こ
の
一
帯
は

素
朴
な
田
園
地
帯
で
し
た
。

　

山
田
地
区
連
合
会
は
7
学
区
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
行
事
は
、

西
区
福
祉
課
長
や
山
田
支
所
長
、
７

学
区
の
自
治
会
長
等
を
来
賓
と
し
て

お
招
き
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
（
一

昨
年
と
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
健
康
教

室
と
演
芸
大
会
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
）。

①
健
康
教
室　

例
年
で
す
と
山
田
地

区
会
館
に
4
0
0
余
人
が
集
い
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
健
康
講
話

と
椅
子
に
掛
け
た
り
起
立
し
て
の
体

操
。
高
齢
者
に
は
、
い
か
に
散
歩
や

体
操
、脳
ト
レ
が
重
要
で
あ
る
か
を
、

ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
他
の
学
区
の
知
り

合
い
と
久
し
ぶ
り
に
交
流
し
な
が
ら

和
や
か
に
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

②
演
芸
大
会　

各
学
区
か
ら
３
組
ず

つ
が
参
加
し
て
カ
ラ
オ
ケ
や
合
唱
、

舞
踊
、寸
劇
、詩
吟
、琴
の
演
奏
に「
頑

張
っ
て
」
と
か
「
う
ま
い
ぞ
ー
」
な

ど
と
声
援
や
拍
手
。
み
ん
な
が
熱
演

し
、
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
和

気
あ
い
あ
い
の
大
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飛
び
入
り
で
有
志
20
名

く
ら
い
が
舞
台
の
人
と
一
緒
に
踊
り

や
合
唱
を
し
、
一
層
楽
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員

の
合
唱
で
幕
と
な
り
、
参
加
賞
を
手

に
満
足
感
に
満
た
さ
れ
た
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
、
帰
宅
と
な
り
ま
す
。

③
６
学
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会　

昨
年
は
秋
ご
ろ
よ
り
コ
ロ
ナ
が

下
火
と
な
っ
た
の
で
、
12
月
に
庄
内

緑
地
公
園
に
1
3
0
余
名
が
参
加

し
、
西
区
福
祉
課
長
や
山
田
支
所
長

等
を
お
招
き
し
、
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に

恵
ま
れ
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
賞
、

市
議
長
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
市
民
局
長
賞

を
は
じ
め
10
位
ま
で
の
選
手
に
賞
を

授
与
し
快
い
汗
を
拭
き
な
が
ら
解
散

し
ま
し
た
。　
　
　
（
宮
脇　

行
正
）

き

た

北区

に

し

西区

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

老
人
ク
ラ
ブ

山
田
地
区
連
合
会
の
３
大
行
事

「入るかなぁ～？」   庄内緑地公園にて

松林の中で  「それ入ったか？」


